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1. はじめに   補正関数 : Ft( Rn, Gn, Bn )  (1 ≦ n ≦ 12)
1:  Cn = ( Rn >> 1 + Gn >> 1 + Bn >> 1)  >> 1;
2:  if ( Cn == 0 ) ;
3:    Cn = ( Rn >> 1 + Gn >> 1 + Bn >> 1 ) ;
4:  if ( Cn == 0 ) ;
5:    Cn = Rn + Gn + Bn ;
6:  Return Cn ;

 大規模な多次元特徴ベクトルの高速検索手法

として，我々は先の研究[1]で Tiny LSH 法を提

案した．Tiny LSH 法は，検索対象である入力デ

ータの特徴ベクトルを補正関数に基づくビット

シフト処理と Direct-mapped cache を組み合わ

せた検索法であり，従来の Locality Sensitive 

Hashing(以下 LSH)[2]と同様に類似データの検索

を，少ないハッシュ関数とメモリ空間で高速に

行うことができる．本研究では，Tiny LSH 法と

チェイン法および従来の LSH 法との検索性能の

比較を，多次元データベースにおける近似検索

方法について考察した． 

 

 

 

 

 

 

  図 2   Tiny LSH 処理 

 

 2.3 Direct-mapped cache に基づいた高速検索 

 提案手法は，RGB 特徴量に対して，Tiny LSH

法の概念と文献[4]で用いた高速データ検出の手

法を組み合わせて検索処理を高速化した． 
 図 3 に，RGB 特徴量に対する Direct-mapped 

cache と原ビデオデータベースからなるハッシュ

テーブルのデータ構造を示す．検索のためのビ

デオ画像のフレーム間距離は図 1(4)で生成した

RGB 特徴量を用いてユークリッド距離を計算する． 

 

2. Tiny LSH 法に基づく高速検索手法 

 2.1 RGB 画像特徴量と Tiny LSH 処理 

 文献[3]は，RGB 色区間に基づいた画像特徴量

を用いたビデオ検索の研究で検索時間は長いが

検索性能が良い結果を報告している．本研究で

はその手法と同様のアプローチをとった．図 1

に RGB 色空間に基づいた画像特徴量の処理方法

を示す． 
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 図 2 に Tiny LSH 処理を示す．画面が暗いフレ

ームでは特徴データが 0 となる傾向があるので

それを改善するためにデータの量子化をビット

シフト処理によって変えている． 

 
 
 
 
   

  
  
 

 

 

 

 

 

   図 1 RGB 画像特徴量の処理方法 

 

 

 

 

 

 

 
 
 図 3 画像特徴量の Direct-mapped cache 
 
3. 実験 

3.1 多次元特徴ベクトル 

 性能比較を行うために、多次元特徴ベクトル

として実際のビデオデータを用いた．ビデオデ

ータは，The Open Video Project の Web サイト

[5]から総時間 109.5 時間分，380 本のビデオコ

ンテンツをダウンロードした．ダウンロードし

たビデオコンテンツから図 4 に示すような，画

像サイズとビットレートを変えた Re-scaled ビ

デオを生成しテストデータとして用いた． 
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(3) 色平均の計算 (2) 画像フレーム抽出 
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 (2) LSH との類似フレーム検索性能比較 
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  類似フレームの検索性能について，Tiny LSH

法と従来の LSH を比較する実験を行った．図 7

に処理時間（一つのハッシュ値一致検索の時間

＋データ蓄積時間）を示す．従来の LSH は Tiny 

LSH 法よりも処理時間が長く，ハッシュ関数の数

が増加すると処理時間も増加する．一方，Tiny 

LSH 法は，測定誤差の範囲で同じ処理時間であっ

た． 

 
  図 4  テストデータの生成方法 
 
3.2 実験結果  
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(1)Tiny LSH 法とチェイン法の検索性能比較  
 従来手法と提案手法である Direct-mapped 

cache の比較で主たるポイントは検索時間である． 
 

 
ビデオのデータ量が変わると類似フレームの量

が変わりハッシュ値の衝突頻度が変わる．その

ようなことから，検索に用いるビデオのデータ

量を 3.4 時間～109.5 時間の間で変化させて実験

を行い，提案手法と従来手法の性能比較を行っ

た．図 5 に示す正解率のデータから，136 年分の

データ量では，チェイン法の場合は約 94%，提案

する Tiny LSH 法の場合は約 64%になると推定で

きる．チェイン法では，ハッシュ値の衝突が起

きてもハッシュテーブルのリンク長が増加する

ことでデータは残るので検索できるが，Tiny 

LSH 法では図 3 で説明したハッシュテーブルにお

けるポインタの上書きによって残るポインタの

確率が低下するために正解率が低下すると考え

られる．チェイン法は正解率の大きな低下はな

いが図 6 の結果から平均検索時間は実用レベル

の性能ではないことが分かる． 

 

 

 

 

 

 

  図 7 ハッシュ値の一致検索処理時間 

       

4. まとめと今後の課題 

 大規模な多次元データベースにおける近似検

索方法として Tiny LSH 法と従来手法であるチェ

イン法，LSH の検索性能の比較検討を行った．実

験により Tiny LSH 法は従来手法よりも優れてい

ることを示した．今回よりも大規模，改変の種

類を多くしたデータベースにおける近似検索実

験の確認が今後の課題である． 
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